
消費生活センターだより㊳ 大切な貴金属を強引に買い取る訪問購入トラブルが急増しています！
「不用品を買い取るというので家に来てもらったら強引に貴金属を買い取られた」など、自宅で物品を買い取ってもらう『訪問購入』に
関する相談が、高齢者を中心に増えています。購入業者は事前承諾なしの訪問が法律で禁止されているため、電話であの手この手で
訪問の承諾を得ようとします。また、貴金属の買い取りが目的のため、言葉巧みに家に上がり込もうとしますので、注意が必要です。
なお、事前に承諾した物品以外の買い取りは禁止されていますので、来訪時に承諾していない物品（貴金属）の買い取りを要求
された場合は、きっぱり断りましょう！

トラブル事例 消費者へのアドバイス
■�食器の買い取りのはずが売るつもりのない
貴金属まで強引に買い取られた。

■�被災地支援と言われ訪問を承諾したが、
とにかく家に上がろうとする。

■�断ってもしつこく居座られ、二束三文で
貴金属を買い取られた。

■�クーリング・オフで返品してもらったが、
指輪が２つ足りない。

●�業者から電話がかかってきても、安易に訪問を
承諾してはいけません。

●�突然訪問して来た見知らぬ業者を、決して家に
上げてはいけません。

●�貴金属などを、むやみに見せたり、触らせたり
してはいけません。

●�クーリング・オフ期間内は、物品の引渡しを
拒むことができます。

不安に思った場合やトラブルになった場合には、一人で悩まず、上田市消費生活センター（☎75・2535）や消費者ホットライン（☎188）にご相談ください。

１月 相談コーナー

※�相談内容によっては、時間や申込などに条件がある場合がありますので、連絡先にお問い合わせください。
また、体調のすぐれない場合は、ご来場をお控えください。

相　　談　　名 実　施　日 時　間 場　　所 申　込 連　　絡　　先

消費生活相談／市民相談 毎週月～金曜日 9：00～12：00�
13：00～16：00

市役所（本庁舎）

不　要 上田市消費生活センター
☎75・2535

法律相談（１人年１回、20分／回） 12日㈮・26日㈮

13：00～16：00

事前に電話で

市民課　☎71・8051行政相談 ９日㈫
不　要土地境界・不動産鑑定・建築相談／

登記法律相談 11日㈭

マンション管理士によるなんでも相談 24日㈬ 事前に電話で マンション管理士会
☎050・7120・6411

行政相談／登記・法律相談 17日㈬ 9：00～12：00 丸子地域自治センター 事前に電話で 丸子生活環境担当
☎42・1216

人権擁護委員による人権悩みごと相談

毎週月～金曜日 8：30～17：15 －

不　要

みんなの人権110番
☎0570・003・110

毎週月・水・金曜日 9：00～16：00 長野地方法務局上田支局 長野地方法務局上田支局
☎23・2001

11日㈭ 13：00～16：00 勤労者福祉センター２階�第２会議室 人権共生課　☎23・5393

30日㈫ 9：00～12：00 丸子ふれあいステーション 丸子解放センター
☎42・6694

女性弁護士による法律相談 11日㈭・25日㈭ 10：00～12：00

市民プラザ・ゆう
事前に電話で

市民プラザ・ゆう　☎27・2988
（人権共生課）

女性相談員によるなんでも相談
毎週火曜日 11：00～18：00

市民プラザ・ゆう　☎27・3123
（人権共生課）毎週木曜日

10：00～17：00
13日㈯・27日㈯ ２日前までに電話で

認知機能検査 毎週水曜日 9：30～12：00
市役所（本庁舎）

事前に電話で
高齢者介護課　☎23・5140

若年性認知症・認知症相談 毎週月～金曜日 8：30～17：15

ひきこもり相談・こころの相談 相談のうえ決定 ひとまちげんき・
健康プラザうえだ 健康推進課　☎23・8244

青少年電話相談 毎週月～金曜日 9：00～16：00 － － 少年育成センター　☎22・8080
（生涯学習・文化財課）

ひとり親相談・家庭児童相談
毎週月～金曜日

9：00～16：00 ひとまちげんき・
健康プラザうえだ

不　要 子育て・子育ち支援課
☎23・2000

児童生徒の教育相談
事前に電話で

教育相談所　☎27・0241
発達相談 8：30～17：15 発達相談センター　☎24・7801

わが子の就職等相談会 毎週月曜日
10：00～17：00 若者サポートステーション・シナノ 事前に電話で

若者サポート
ステーション・シナノ
☎75・2383
（地域雇用推進課）若者のための仕事何でも相談 毎週月・木曜日

求職・労働相談 毎週木・金曜日 9：00～17：00 地域雇用推進課（勤労者福祉センター） 事前に電話で 地域雇用推進課　☎26・6023

生活・就労相談 毎週月～金曜日 9：00～17：00 社会福祉協議会（ふれあい福祉センター） 不　要
まいさぽ上田
（生活就労支援センター）　
☎71・5552　（福祉課）

外国人住民のための総合相談 毎週月～金曜日 9：00～17：00 市役所（本庁舎）１階 不　要 人権共生課　☎75・2245

中小企業・小規模事業者の経営相談
４日㈭・17日㈬ 9：00～17：00 上田合同庁舎 １週間前までにホーム

ページまたは電話で
長野県よろず支援拠点　　
☎026・227・5875　（商工課）10日㈬ 10：00～16：00 市役所（本庁舎）
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SDGs ひろば
市内の企業、団体、学校などによるSDGsの取組を紹介するコーナーです。 　政策企画課　☎23・5112
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３月号の投稿方法
● 種類ごと別々のはがきで裏面に住所、氏名（フリガナ）、短歌・俳句・川柳の別を記入のうえ、

へ（未発表作に限る）。
● 添削を希望する場合は、往復はがきにご自分のあて先を記載のうえ、投稿してください
（短歌は２首まで。掲載作への返信は除きます）。

● はがきに記載された個人情報につきましては、作品の表彰および添削以外には使用せず、
選者以外の第三者に提供することはございません。

●掲載作は、選者が添削して掲載する場合があります。
　文化政策課　☎75・2005　〒386-8601（住所不要）

１月16日㈫必着

入
選
作
品

特定非営利活動法人 やまぼうし自然学校
　私たちは、「森とつながり、森とともに生きることのできる人を育て
る」を団体ミッションに掲げ、森をじっくり観察し五感で森に親しんだ
り、自然の素材を用いて作品を手作りすることで森の恵みに触れるこ
とができるアクティビティなどを提供しています。このような一連の
プログラムの中で、私たちの生活と森の結びつきを考え、森を身近な
存在として捉える視点を養い、自然を大事にする心を育んでいます。
　イベントなどを実施する際には、参加者に食器類の持参を呼び掛け
たり、リユース食器を使用することで３Rの推進も図っています。また、
環境教育で使用する食材は地産地消を心がけ、木材や薪も森林整備後
の資材を活用しています。
　今後も自然体験学習や環境教育を実施し、子どもたちへの教育を
通してSDGs達成を目指します。

やまぼうし自然学校
ホームページ

クーヘンづくり

サマー森遊び

該当するゴール

本コーナーでの取組紹介を希望
する企業、団体、学校などを
募集します。詳しくは市ホーム
ページをご覧ください。 市ホームページ
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